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まず始めに、2014年3月期第1四半期を総括い
たします。 
 
2014年3月期は、3ヵ年中期経営計画「153P」
（2012年2月3日発表）の2年目として、153P達
成を確固たるものとする1年と位置付けており、
引き続き成長戦略の各施策に取り組んでおりま
す。 
 
当第1四半期における業績は順調に推移し、売
上高、利益はともに計画を上回りました。売上
高は過去最高となり、前年同期に対して17%増、
営業利益は77%増の、増収増益となりました。 
 
ポイントとして、次の4点が挙げられます。 
 
一つ目に、T&G直営店は順調に推移し、特に挙
式披露宴単価が堅調で、400万円超（前年同期比
18万円増）となりました。 
 

二つ目に、2012年12月末に連結子会社化いた
しました(株)ブライズワード（以下、BW社）の
業績が寄与し、第1四半期において15億円の増収
効果となりました。 
 

三つ目に、アジアを含む海外・リゾートウェ
ディング事業は順調に業績を拡大し、海外売上
高は前年同期と比較して6%増となりました。リ
ゾートウェディングではハワイ･グアムの取扱組
数が増加、またアジア婚礼プロデュースも施行
数が順調に拡大しております。 
 

四つ目に、収益構造改革の各種施策を推進し、
売上総利益率が前年同期と比較して2.6pt改善い
たしました。 



連結損益計算書の概要をご説明いたしま
す。 
 

当第1四半期は、売上、利益ともに計画を
上回り、前年同期に対し増収増益となりまし
た。 
 

売上高は、T&G直営店が好調に推移したこ
とにより、計画を上回る14,633百万円（計
画比+383百万円、+2.7%）となりました。前
年同期との比較では、BW社グループ化効果
も加わり、2,169百万円増、17.4%増となり
ました。 
 

当期は、成長のための投資を実施しつつ、
一方でコストの効率化を推進しております。
当第1四半期では、一部の経費において第2
四半期以降への期ずれもあり、販管費は計画
に対して-113百万円の7,286百万円（前年同
期比+1,125百万円）となりました。 
 

その結果、営業利益は945百万円（前年同
期比+410百万円、76.6%増）、経常利益は
886百万円（前年同期比+455百万円、
105.6%増）、四半期純利益は477百万円（前
年同期比+260百万円、120.0%増）となりま
した。 
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事業セグメント別の売上高及び売上構成比
の推移についてご説明いたします。 
 

中期経営計画「153P」では3つの成長戦略
を掲げ推進しております。 
 

一つ目は「直営店舗の強化」ですが、同事
業は連結売上高の大半を占める主力事業であ
り、順調に増収を確保しております。 
 

二つ目は「海外戦略の加速」ですが、海外
売上高はリゾートウェディングを中心に拡大
し、連結売上高に対する海外比率は8.1%とな
りました。（BW社グループ化の影響を除く
と9.1%。）アジア婚礼プロデュースも施行数
が順調に拡大しており、中期経営計画最終年
度の目標である海外売上高比率10%超に向
け、順調に進捗しております。 
 

三つ目は「ホテル婚礼受託事業の拡大」で
すが､ホテル提携数の拡大により､プロデュー
ス型も順調に増収を確保しております。 
 

引き続き、直営店舗の強化を進めるととも
に、成長領域である「海外」及び「ホテル婚
礼受託」の拡大を図ります。 
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続きまして、国内ウェディング事業についてご
説明いたします。 
 
T&G直営店において、当社は真のオリジナル
ウェディングを“One Heart Wedding”と掲げ、
追求することで差別化戦略を推進しております。
当第1四半期は、高い契約率を維持することによ
り、取扱組数が前年同期と比較して12件増の
2,515件となりました。また、挙式披露宴単価は
受注進捗が順調であったことや平均人数の増加
等により、前年同期と比較して181千円増の
4,169千円（計画比+109千円）となりました。 
 
その結果、売上高は10,480百万円（前年同期比
+442百万円）となり、4.4%の増収となりました。 
 
BW社直営店は受注を堅調に積み上げており、
取扱組数341件、売上高1,175百万円となり、計
画を上回りました。T&G直営店と合計すると、
取扱組数2,856件、売上高11,655百万円となりま
す。 
 
 

プロデュース型は、特にホテルの婚礼受託事業
の拡大に注力しております。当第1四半期は、主
にホテルの受注組数の拡大により、取扱組数は
前年同期と比較して73件増の288件となりまし
た。 
 
その結果、売上高は711百万円（前年同期比
+67百万円）となり、10.3%の増収となりました。 
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続きまして、海外・リゾートウェディング
事業についてご説明いたします。 
 

リゾートウェディングは販売網拡大により
取扱組数が増加し、特に主力であるハワイ、
グアムが好調に推移しました。 
 

アジア婚礼プロデュースは、ターゲットと
なるアッパー層に高いクオリティが認知され、
紹介等により受注進捗は好調に推移しており
ます。また、会場となるホテルから高い評価
を受け、5つ星ホテルとの提携が加速してお
り、売上高の増加に寄与しはじめております。 
 

これらにより、当第1四半期期の海外･リ
ゾートウェディング事業の売上高は、前年同
期と比較して6.2%増の1,190百万円（前年同
期比+68百万円）となりました。なお、営業
利益については、アジアにおける事業の拡大
に向けた先行投資を実施した結果、26百万
円（前年同期比-15百万円、35.2%減）とな
りました。 
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売上総利益及び営業利益に係る項目についてご
説明いたします。 
 

売上総利益は、売上高増に伴う増加に加え、収
益構造改革やBW社グループ化の影響により、前
年同期と比較して1,535百万円増加し、8,231百
万円となりました。なお、売上総利益率は、前
年同期と比較して2.6pt改善いたしました。 
（BW社グループ化の影響を除くと1.7pt改善。） 
 

エリア制導入に伴うきめ細かい広告戦略の実施
やWEB戦略の強化による広告宣伝費率の低減、
また不動産の契約見直しによる地代家賃等の削
減など、コストの効率化を進めております。そ
の一方で当期は、3ヵ年中期経営計画「153P」の
2年目として、153P達成を確実なものとするため
に、人材やハード・ソフトの強み創りといった
事業基盤投資や、新規出店、新規提携及び海外
戦略の強化などの成長投資を行っております。 
 
その結果、当第1四半期において、販管費は
7,286百万円（前年同期比+1,125百万円）となり
ました。なお、一部の経費において第2四半期以
降への期ずれもあり、計画との比較では-113百
万円となりました。 
 

販管費率は前年同期と比較して0.4pt微増しま
したが、BW社グループ化の影響を除くと、前年
同期と比較して0.5pt低下しております。 
 

これらにより、営業利益は945百万円（前年同
期比+410百万円）となり、76.6%の増益となりま
した。 
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経常利益及び当期純利益に係る項目につい
てご説明いたします。 
 

営業外損益の内訳となりますが、有利子負
債の削減、金利の低減により支払利息が前年
同期と比較して23百万円減少（前年同期比
21.5%減）しました。 
 

経常利益は、営業利益の増加、及び営業外
損益の改善により、前年同期と比較して
105.6%増の886百万円（前年同期比+455百
万円）となりました。 
 

また、四半期純利益は、BW社の固定資産
の売却益が加わり、前年同期と比較して
120.0%増の477百万円（前年同期比+260百
万円）となりました。 
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連結貸借対照表の資産の部の解説です。  
 

当第1四半期期末における総資産は前期末
と比較して358百万円増加し、46,869百万円
となりました。   
 

主に無形固定資産が増加（前期末比+281
百万円）しておりますが、横浜のハウスウェ
ディング会場の営業権を取得※したことによ
るのれんの増加、及び当期の重点施策である
新システムの導入に伴うソフトウェア仮勘定
の増加が主な要因となります。 
 

※ 営業権を取得した会場（本資料P.20参照） 

「THE SEASON’S（ザ・シーズン’ズ）」 
   （神奈川県横浜市、2013年6月取得） 
 

引き続き、計画的に資産の効率化を進めて
まいります。 



連結貸借対照表の負債・純資産の部の解説
です。 
 
有利子負債残高は179億円となり、引き続
き削減を推進してまいります。 
 

また、固定負債が増加しておりますが、
BW社資産売却に伴い長期リース債務が増加
したことが主な要因となります。 
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2014年3月期の配当予想をご説明いたしま
す。 
 
当社は、企業の継続的な成長を実現するた
めの投資を行いつつ、株主の皆様への利益還
元を適正かつ安定的に行うことを基本方針に
掲げております。 
 
当期の配当予想につきましては、上記の基
本方針を勘案し、2013年3月期と同水準とな
る１株当たり12円※とさせていただく予定で
おります。 
 

※当社は、2013年10月1日効力発生日として1株
につき10株の割合で株式分割を実施する予定で
あるため、2014年3月期（予想）の期末1株当た
り配当金については、株式分割を考慮した金額
を記載しております。 
（株式分割を考慮しない場合の2014年3月期
（予想）の期末1株当たり配当金は120円となり
ます。） 
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株式分割及び単元株制度の採用についてご
説明いたします。 
 

すでに開示しておりますが、この度、全国
証券取引所が定める公表した「売買単位の集
約に向けた行動計画」（2007年11月27日公
表）の主旨に鑑み、当社株式の売買単位を
100株とするため、単元株制度を採用いたし
ます。 
 

合わせて、東京証券取引所が有価証券上場
規定445条において望ましい投資単位の水準
を5万円以上50万円未満と定めていることか
ら、現在の当社株価の水準を踏まえ、当社株
式1株につき10株の割合をもって株式分割を
実施することといたしました。 
 
※詳細はこちらをご覧ください。 
http://www.tgn.co.jp/company/ir/faq_stock/index
.html 
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自己株式の取得の実施についてご説明いた
します。 

 

経営環境の変化に応じた機動的な資本政策
を行うため、自己株式の取得を実施しており
ます。 

 

取得した株式の総数は9,549株、株式の取
得価額の総額は199,990,250円となりまし
た。 
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2014年3月期重点施策についてご説明いたしま
す。 
 

2014年3月期は、3ヵ年の中期経営計画
「153P※1」の2年目として、153P達成を確固た
るものとする1年と位置付けております。 
 

直営店舗の強化として、引き続き既存店の業績
を確実に伸長させるため、様々な施策を展開い
たします。また、2012年12月に連結子会社化し
たBW社が通年寄与するとともに、シナジー効果
を生み出してまいります。加えて、来期に向け
た新店準備を万全に行います。 
 

ホテル婚礼受託事業においては、前期に提携を
開始した2つのホテルが通年寄与いたします。引
き続き提携数の拡大を推進してまいります。 
 

海外戦略では、アジア婚礼プロデュースにおい
て、上海に続き、深圳、香港、台湾、ASEANへ
の展開を進めてまいります。 
 

海外・リゾートウェディングにおいては、新た
な拠点として、シェラトン・ワイキキ・ホテル
内にチャペルが2013年6月にオープンいたしまし
た。順調に推移しており、約7か月の業績寄与※2

を想定しております。 
 

※1 153P：2013/3-2015/3の3ヵ年中期経営計画 
  （2012年2月3日発表）      
  http://pdf.irpocket.com/C4331/oWM7/VU7I/JVyi.pdf 
 
※2 グループ会社である(株)グッドラック・コーポ
レーションが1月-12月期決算のため。 
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当期は、直営店舗の強化として、7～8店舗
の戦略的リニューアルを計画しております。 
 

「アーフェリーク迎賓館 熊本」は、2013
年10月で満10年を迎えますが、今なお、お
客様から高い支持を頂戴し、毎年多くのお客
様の挙式披露宴を執り行っております。 
 

この度のリニューアルにより、地域の特性
に合わせバンケットを拡張、また、ガーデン
の強みを更に強化、よりお客様から支持され
る会場へと進化いたします。 
 

今後も、業績拡大の伸び代のある店舗に対
しては、お客様のニーズを踏まえ、デザイン
性・利便性を追求したさらなる魅力的な会場
とするため、戦略的リニューアルを積極的に
実施いたします。 
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神奈川県横浜市にあるハウスウェディング
施設「THE SEASON’S（ザ・シーズンズ）」
の営業権を取得し、2013年6月1日より運営
を開始いたしました。 
 
「THE SEASON’S（ザ・シーズンズ）」は、
人気の横浜エリアに位置する完全貸切のハウ
スウェディング施設です。新たなコンセプト
の打ち出し、広告戦略の強化、貸切ならでは
のオリジナルウェディング演出提案などの
様々なノウハウを投入し、業績の拡大を目指
します。 
 
今後も153Pの重点施策の一つである新規
出店やM&A戦略の推進において、当社グルー
プの持つ運営ノウハウやスケールメリットを
活かし、シェアの拡大につなげてまいります。 
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2015年春に、当社グループ会社の株式会
社ブライズワードにて、東京都渋谷区の
「（仮称）神宮前6丁目プロジェクト」に新
規出店することを決定いたしました。 
 
渋谷と原宿を結ぶ明治通り沿いに位置し、
明治神宮前駅徒歩1分という好立地であり、
広域からの集客が期待されるエリアでありま
す。 
 
今回の新規出店は、株式会社ブライズワー
ドを2012年12月に連結子会社化して初めて
の案件となりますが、同社の持つ独自の店舗
開発力と当社のプロデュース力を融合し、新
しいコンセプトのウェディング施設を出店い
たします。 
 
今後も新規出店の面においても、当社グ
ループのシナジーを生かした差別化戦略をよ
り強化してまいります。 
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2013年5月に滋賀県草津市の有力ホテル
「ホテル ボストンプラザ草津（阪急阪神第
一ホテルグループ）」、同7月に宮崎県宮崎
市の老舗ホテル「宮崎観光ホテル」の2ホテ
ルと、婚礼事業での提携を開始いたしまし
た。 
 

「ホテル ボストンプラザ草津」は、駅前
という恵まれた立地に加え、自然光が降り注
ぐ専用のホワイエを持つ200名規模の披露宴
会場や天高8メートルのチャペルといった魅
力的な設備を備えています。 
 
「宮崎観光ホテル」は、県内随一の信頼と
知名度を誇る伝統ある老舗ホテルであり、
ガーデンウェディングや神前式など、お客様
の幅広いニーズに沿った多様なスタイルの結
婚式を執り行うことができる魅力的な設備を
備えています。 
 

こうしたホテルの特性・強みに、当社のプ
ロデュース力と運営ノウハウを融合させ、優
位性の高いサービスの提供を目指してまいり
ます。 
 

今後も引き続き、有力なホテルとの新規提
携に注力し、提携数の拡大を図ってまいりま
す。 
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2013年6月、アジアの事業展開を加速する
ことを目的に、香港及び上海に続き、中国・
深圳市に現地法人を設立いたしました。 
 

アジアの婚礼プロデュース事業は、既存の
上海現地法人に営業拠点となるサロンを出
店、また5つ星ホテル等との提携を拡大し、
アッパー層をターゲットとした婚礼プロ
デュースの実績を積み重ねております。こう
した上海での実績を活かし、上海近郊（昆山
等）への展開を拡大しております。 
 

更に、深圳に現地法人を設立し、広州エリ
アで事業を開始いたしました。また、5つ星
ホテル「グランドハイアット深圳」「シェラ
トン深圳福田ホテル」との業務提携を実現い
たしました。 
 

今後は、中国に加え、台湾・ASEANへの展
開を加速してまいります。 
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2013年6月、ハワイ州ホノルル市の中心に
ある名門ホテル「シェラトン・ワイキキ・ホ
テル」の施設内に自社チャペル「ザ・マカナ
チャペル」をオープンいたしました。 
 

「ザ・マカナチャペル」は、世界に名高い
ワイキキビーチの目の前に位置し、美しい自
然と名門ホテルならではの行き届いたおもて
なしが強みのホテルです。2012年12月受注
開始以降、期初の計画を大きく上回り、好調
に推移しております。 
 
リゾートウェディング事業は好調に推移し
ておりますが、引き続き更なるシェア拡大を
実現してまいります。 
 

今後も、アジア婚礼プロデュース事業とと
もに海外戦略を加速させ、153P最終年度の
目標である「連結売上高構成比10%超」を目
指してまいります。 
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2013年8月より、当社の富裕層向けウェ
ディング等を手掛けるプロデュースチーム
「Haute couture Design（オートクチュール
デザイン） 」が、5つ星ホテル「ザ・リッ
ツ・カールトン東京」（東京都港区）と業務
提携をし、“デザイナーズウェディング”と
いう新たなプロデュースサービスを開始いた
します。 
 

“デザイナーズウェディング”とは、
「ザ・リッツ・カールトン東京」の最高級の
サービスや信頼性と、当社Haute couture 
Design（オートクチュールデザイン）のプロ
デュース力を融合させ、これまでにない先進
的なウェディングスタイルを創り上げていく
サービスです。 
 
今回の業務提携は、当社のプロデュース力
が高く評価されたものであると考えており、
今後もこうした強みを武器に、新たな市場の
開拓やビジネスチャンスの拡大につなげてま
いります。 
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当社は2012年11月に、海外の情報力を強
化するため、ニューヨークに情報基地を設立
いたしました。 
 

ファッションやエンターテイメントなどの
世界最先端トレンドとともにウェディング情
報をリアルタイムに入手し、当社のプロ
デュース力の強化や店舗開発・新商品開発へ
の活用を開始しております。 
 

2013年7月には、新たにロサンゼルスに情
報拠点を設立いたしました。 
 
世界的にパーティ文化が最も発達している
と言われるロサンゼルスを新たな拠点として
追加することで、新しいパーティスタイルや
アイテム等の情報を入手することが可能とな
ります。 
 

今後も世界規模の情報ネットワークを構築
するため、欧州エリアへ情報拠点を拡大する
予定です。 
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2014年3月期の連結通期業績計画をご説明
いたします。 
 

通期業績計画は下記のとおりです。 
 
売上高 58,000百万円 

（前年比 +5,195百万円  +9.8％） 
営業利益 3,400百万円 

（前年比  +567百万円 +20.1％） 
経常利益 3,000百万円 

（前年比 +540百万円 +22.0％） 
当期純利益 1,500百万円 

（前年比  +413百万円 +38.0％） 
 
当第1四半期の実績は計画を大きく上回っ
ておりますが、新店の開業準備費用や海外戦
略の加速化に伴う先行投資に加え、一部経費
の第2四半期以降の期ずれの影響も考慮し、
現時点では期初計画通りといたします。 
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